
〈解答〉

１　茨　４　　芋　－３　　鰯　－　４　
１
 a＋　５　

１
 b　　允　－２x

２　　印　２８x－４　　咽　３√ ２ －４

２　茨　x＝－１，y＝－２

　　芋　（ x＋７）（ x－３）

　　鰯　３. ８４×１０５〔㎞〕

　　允　①　Ⅰ　０. １　Ⅱ　０. ０８　Ⅲ　９７０－x

　　　　②　９３５円

　　印　右図

　　咽　①　　　　②　　７
８

５
８

　　員　①　２７００円　　②　８３分２０秒

配点　１茨，芋，２允①，②，咽①，員①　各１点，他は各２点　２６点満点

〈解答〉

数数学学 NONO..4545

２　印

１　茨　５×０. ８

　　　＝４

芋　１－（－６）２÷９

　＝１－３６÷９

　＝１－４

　＝－３

　　鰯　　２　
１
 a＋　b－　a－b

６
５

３
４

　　　＝　２　
１
 a－　a＋　b－b

３
４

６
５

　　　＝　a－　a＋　b－　b２
４

３
４

６
５

５
５

　　　＝－　４　
１
 a＋　５　

１
 b

允　１０xy÷５y×（－x ）

　＝１０xy×１５y
 ×（－x ）

　＝－１０x
y×x
５y
 

　＝－２x２

　　印　（ x＋９）（ x＋５）－（ x－７）２

　　　＝x２＋１４x＋４５－（ x２－１４x＋４９）

　　　＝x２＋１４x＋４５－x２＋１４x－４９

　　　＝x２－x２＋１４x＋１４x＋４５－４９

　　　＝２８x－４

咽　√ ２ （１－２√ ２ ）＋√ ８ 

　＝√ ２ ×１－√ ２ ×２√ ２ ＋２√ ２ 

　＝√ ２ －４＋２√ ２ 

　＝３√ ２ －４



２

　　茨　　　　　　　　　　とする。

　　　①×３－②×２

　 

　　　　　　　　－y＝２

　　　　　　　　　 y＝－２

　　　これを①に代入して，

　　　   ２x－３×（－２）＝４

　　　　 　　   ２x＋６＝４

　　　　　　  　　 ２x＝－２

　　　　 　　　  　 x＝－１

　　　以上より，

　　芋　x－２＝Aとおくと，

　　　　　（ x－２）２＋８（ x－２）－９＝A２＋８A－９

　　　　　　　　　　　　　　 　 ＝（A＋９）（A－１）

　　　もとに戻して，

　　　　　（A＋９）（A－１）＝｛（ x－２）＋９｝｛（ x－２）－１｝

　　　　　　　　　　　　 ＝（ x－２＋９）（ x－２－１）

　　　　　　　　　　　　 ＝（ x＋７）（ x－３）

　　鰯　有効数字３けたで表すので，３８４４００㎞の上から４けた目を四捨五入すると，

　　　　　３８４０００㎞

　　　したがって，

　　　　　３８４０００＝３. ８４×１０００００＝３. ８４×１０５（㎞）

　　允　①　本体価格x円の商品Ａに加算される１０％の消費税は，

　　　　　　　０. １×x〔円〕

　　　　　と表される。また，商品Ｂの本体価格は（９７０－x ）円と表されるので，これに加

算される８％の消費税は，

　　　　　　　０. ０８×（９７０－x ）〔円〕

　　　　　と表される。これらの消費税の合計が８１円になるので，

２x－３y＝４　勝①
３x－４y＝５　勝②｛

　   ６x－９y＝１２
－）６x－８y＝１０　

x＝－１
y＝－２｛



　　　　　　　０. １×x＋０. ０８×（９７０－x ）＝８１

　　　　　という方程式が成り立つ。

　　　　②　①でつくった方程式の両辺を１００倍して，

　　　　　　　１０x＋８（９７０－x ）＝８１００

　　　　　　　  １０x＋７７６０－８x＝８１００

　　　　　　 　　　　  １０x－８x＝８１００－７７６０

　　　　　　　　　 　　　　 ２x＝３４０

　　　　　　　　　  　　　　  x＝１７０

　　　　　よって，商品Ａの本体価格は１７０円，商品Ｂの本体価格は

　　　　　　　９７０－１７０＝８００〔円〕

　　　　　となり，これは問題に合う。したがって，商品Ａを５個購入する場合，

　　　　　　　１７０×５×１. １＝９３５〔円〕

　　　　　を支払えばよい。

　　印　∠Ｂの二等分線を引いた後，その二等分線に点Ｘから垂線を引けばよい。したがっ

て，下の図のように，以下の手順①～⑦で作図するとよい。

　　　①　頂点Ｂを中心とし，辺ＡＢおよびＢＣと交わる円弧をかく。

　　　②　①でかいた円弧と辺ＡＢ，ＢＣの交点を中心とする，等しい半径の２つの円弧をか

く。

　　　③　②でかいた円弧どうしの交点と頂点Ｂを通る直線を引く。

　　　④　点Ｘを中心とし，③で引いた直線と２点で交わる円弧をかく。

　　　⑤　④でかいた円弧と③で引いた直線との２つの交点を中心とする，等しい半径の

２つの円弧をかく。

　　　⑥　⑤でかいた２つの円弧の交点と点Ｘを結ぶ直線を引く。

　　　⑦　⑥で引いた直線と③で引いた直線との交点が点Ｐである。



　　咽　①　どの硬貨についても，表面を上に向けるか裏面を上に向けるかの２通りずつ

なので，２枚の１００円硬貨を区別すると，表面と裏面の組み合わせは，全部で

　　　　　　　２×２×２＝８〔通り〕

　　　　　である。このうち，すべての硬貨が裏面を上に向けるのは

　　　　　　　１×１×１＝１〔通り〕

　　　　　なので，残りは少なくとも１枚は表面を上に向ける。したがって，求める確率は

　　　　　　　１－　＝　１
８

７
８

　　　　②　２枚の１００円硬貨を区別すると，

　　　　　　　（表，表），（表，裏），（裏，表），（裏，裏）

　　　　　の４通りがあり，それぞれの組に対して，２枚の５０円硬貨を区別すると，

　　　　　　　（表，表），（表，裏），（裏，表），（裏，裏）

　　　　　の４通りずつがある。よって，表面と裏面の組み合わせは，全部で

　　　　　　　４×４＝１６〔通り〕

　　　　　である。それぞれの組における得点の合計は，

　　　　　　　a＝２００，３００，３００，４００

　　　　　　　b＝１００，１５０，１５０，２００

　　　　　であり，このうち ab
  が整数になるのは，

　　　　　　　a＝２００，b＝１００　→　１通り

　　　　　　　a＝２００，b＝２００　→　１通り

　　　　　　　a＝３００，b＝１００　→　２通り

　　　　　　　a＝３００，b＝１５０　→　４通り

　　　　　　　a＝４００，b＝１００　→　１通り

　　　　　　　a＝４００，b＝２００　→　１通り

　　　　　なので，求める確率は

　　　　　　　１＋１＋２＋４＋１＋１１６
 ＝　５８

　　員　①　５０分の通話時間のうち，３０分は基本料金の

　　　　　２５００円に含まれ，超過した

　　　　　　５０－３０＝２０〔分〕

　　　　　については１分あたり１０円かかるので，通話料金は

　　　　　　２５００＋２０×１０＝２７００〔円〕

　　　　②　プランＡとＢそれぞれにおける通話時間を x 分，電話料金を y 円としてグラフ

に表すと，次のページの図のようになる。



　　　通話時間が３０分を超える範囲の式について，プランＡは傾きが１０で（３０，２５００）を通る

ことから，y＝１０x＋mとおいてx＝３０，y＝２５００を代入すると，

　　　　　２５００＝１０×３０＋m

　　　 　　　 m＝２２００

　　　また，プランＢは傾きが２５で（３０，１７００）を通ることから，y＝２５x＋nとおいてx＝３０，

y＝１７００を代入すると，

　　　　　１７００＝２５×３０＋n

　　　 　　　 n＝９５０

　　　プランＡの式y＝１０x＋２２００とプランＢの式y＝２５x＋９５０を連立方程式として解くと，

　　　　　１０x＋２２００＝２５x＋９５０

　　　  　　　 －１５x＝－１２５０

　　　　　　  　　 x＝２５０３
 

　　　したがって，通話時間が２５０３
 分を超えると，プランＡの方が安くなる。以上より，

　　　　　２５０３
 〔分〕＝８３〔分〕２０〔秒〕


